
も く じ

近
年
、
コ
メ
の
価
格
高
騰
を
契
機
に
食
料
安
全
保

障
へ
の
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
影
響

で
、
コ
メ
の
流
通
に
関
す
る
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、

日
本
の
持
続
可
能
な
農
業
生
産
の
確
保
に
向
け
た
議

論
も
活
発
化
し
て
い
る
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、「
直
接

支
払
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
頻
度
が
増
加
し
て
い
る
。

直
接
支
払
と
は
、
原
理
的
に
は
政
府
が
農
家
に
対

し
て
直
接
的
に
財
政
支
援
を
行
う
仕
組
み
と
定
義
さ

れ
、英
語
の「D

irect P
aym

ents

」の
直
訳
で
あ
る
。

農
業
を
支
援
す
る
方
法
に
は
い
く
つ
か
種
類
が
あ

り
、農
産
物
価
格
を
維
持
す
る「
消
費
者
負
担
型
」と
、

納
税
者
が
財
政
的
に
支
え
る
「
納
税
者
負
担
型
」
に

分
類
さ
れ
る
。
直
接
支
払
は
後
者
の
「
納
税
者
負
担

型
」
に
属
し
、
先
進
諸
国
で
は
１
９
９
０
年
代
半
ば

か
ら
農
政
の
中
心
的
な
手
法
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
ど
の
制
度
が
直
接
支
払
と
呼
ば

れ
る
か
は
国
や
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、

欧
州
連
合
（
E
U
）
で
は
、
直
接
支
払
と
い
う
名
称

は
基
本
的
に
所
得
を
支
援
す
る
政
策
に
限
定
さ
れ
て

お
り
原
理
的
に
は
直
接
支
払
に
分
類
さ
れ
る
「
環
境

支
払
」
や
「
条
件
不
利
地
域
支
払
（
日
本
の
中
山
間

地
域
等
直
接
支
払
に
相
当
）」
な
ど
は
、
E
U
の
制

度
で
は
直
接
支
払
と
は
呼
ば
れ
な
い
。
一
方
で
、
日

本
で
は
、
日
本
型
直
接
支
払
に
加
え
て
畑
作
や
水
田

の
利
活
用
を
支
え
る
制
度
に
直
接
支
払
と
い
う
名
称

が
付
与
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
も
原
理

的
な
意
味
合
い
で
の
直
接
支
払
は
存
在
す
る
。
さ
ら

に
、原
理
的
な
定
義
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
の
、

実
質
的
に
直
接
支
払
と
同
様
の
役
割
を
果
た
す
財
政

支
援
策
も
多
く
あ
る
。
例
え
ば
、灌
漑
（
か
ん
が
い
）

施
設
の
維
持
管
理
や
土
地
改
良
事
業
へ
の
支
援
は
、

多
面
的
機
能
支
払
と
目
的
の
一
部
を
共
有
し
て
い
る

た
め
、
実
質
的
に
直
接
支
払
と
同
じ
効
果
を
持
つ
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
を
支
援
す
る
財
政
措
置
に
は

多
様
な
種
類
が
あ
り
、
各
制
度
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
い
る
。
ま
た
、
財
政
負
担
者
の
組
み
合
わ
せ
も
制

度
ご
と
に
異
な
り
、
国
単
独
で
負
担
す
る
も
の
、
国

と
都
道
府
県
が
協
力
す
る
も
の
、
さ
ら
に
市
町
村
も

含
め
た
三
者
が
負
担
す
る
も
の
な
ど
、
複
数
の
パ

タ
ー
ン
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た
複
雑
な
構
造
が
、

地
域
農
業
の
持
続
性
を
支
え
る
支
援
の
全
体
像
を
把

握
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
。

直
接
支
払
の
最
大
の
利
点
は
、
政
策
目
的
に
応
じ

て
支
援
対
象
を
絞
り
、
効
果
的
な
施
策
を
実
施
で
き

る
点
に
あ
る
。
地
域
ご
と
に
農
業
の
特
性
や
そ
の
意

義
が
異
な
る
た
め
、
直
接
支
払
の
仕
組
み
を
各
地
域

の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
別
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構

築
し
、
各
支
援
制
度
の
適
用
状
況
を
可
視
化
す
る
こ

と
が
急
務
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
食
料
安
全
保
障

の
み
な
ら
ず
、
農
業
が
有
す
る
多
様
な
機
能
の
発
揮

を
促
進
し
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
明
確
に
す
る
議
論
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
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翠のめぐみ（秋田県三
み

種
たね

町
ちょう

）

写真キャプション

清らかな水に恵まれたじゅんさい
の名産地、三種町。水深 50cmほ
どの沼に小舟を浮かべ、棒で舵を
とりながら手作業で摘み取る伝統
の収穫風景は、夏の風物詩となっ
ている。摘みたてのじゅんさいは、
酢の物や冷やし汁などで味わうの
が定番。ツルリとしたのど越しと
独特のぬめりが、暑い季節にぴっ
たりの清涼感を届けてくれる。

地
域
農
業
を
支
え
る
政
策
の
全
体
像
の

可
視
化
に
向
け
て

荘し
ょ
う

林ば
や
し 

幹み
き

太た

郎ろ
う

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

活

動

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

情�

報

随�

想
「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第
９
期
生
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
将
来
を
展
望
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
行
で
き
る
職
員
を
養
成
―
�
⑵

飯
綱
町
に
お
け
る
廃
校
活
用
の
取
組
「
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
」
に
つ
い
て

　

―
官
民
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
共
同
し
て
廃
校
を
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
―
＝
長
野
県
飯
綱
町
�
⑷

新
任
都
道
府
県
町
村
会
長
の
略
歴
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑼

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
の
活
用
事
例
の
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
官
房
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
事
務
局
��
⑽

鳥
取
県
日
野
町
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
�
�
�
�
�
�
�
鳥
取
県
日
野
町
長　

﨏
田　

淳
一
�
⑿
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地
域
農
政
未
来
塾
は
、
農
業
・
農
村
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る

中
、
地
域
の
実
情
と
課
題
を
把
握
し
、
将

来
を
展
望
し
た
農
政
を
提
案
、
実
行
で
き

る
職
員
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

28
年
度
か
ら
開
講
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
形
式
に
よ
る
少
人
数
の
受
講
形
態
を
採

用
す
る
ほ
か
、
食
料
・
農
業
・
農
村
問
題

を
は
じ
め
、
地
域
づ
く
り
や
自
治
体
行
政

等
、
各
界
を
代
表
す
る
20
名
超
の
講
師
陣

を
迎
え
、
実
技
・
実
践
を
含
め
充
実
し
た

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

塾
長
を
生
源
寺
眞
一
東
京
大
学
・
福
島

大
学
名
誉
教
授
が
務
め
、
ゼ
ミ
を
担
当
す

る
主
任
講
師
を
小
田
切
徳
美
明
治
大
学
教

授
、
榊
田
み
ど
り
明
治
大
学
客
員
教
授
、

荘
林
幹
太
郎
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
プ

ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
中
嶋
康
博
女

子
栄
養
大
学
教
授
（
五
十
音
順
）
の
４
名

が
務
め
る
。

塾
生
は
、
全
国
の
町
村
役
場
に
勤
務
す

る
職
員
を
対
象
に
募
集
し
、
選
考
を
経
て

決
定
し
た
19
名
。
受
講
を
通
し
た
交
流

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
も
期
待
さ

れ
る
。

開
講
式
で
は
、
は
じ
め
に
吉
田
会
長
が

挨
拶
に
立
ち
、「
こ
の
未
来
塾
は
、
塾
生

の
皆
さ
ま
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
課
題
に

気
づ
く
た
め
の
知
識
や
感
じ
取
る
力
、
課

題
解
決
策
を
提
案
す
る
た
め
の
創
造
力
、

そ
し
て
行
動
に
移
す
実
践
力
な
ど
を
身
に

つ
け
、
地
元
の
地
域
づ
く
り
を
担
う
戦
力

に
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
、
私
た
ち
は
第
一
線

で
活
躍
す
る
講
師
陣
と
、
質
の
高
い
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
塾
生
同
士

が
研
さ
ん
を
重
ね
、
互
い
の
絆
が
、
こ
の

先
の
皆
さ
ま
の
人
生
の
大
き
な
力
と
な
る

よ
う
、私
た
ち
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
」

と
述
べ
た
。

次
に
、生
源
寺
塾
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、

「
今
期
の
塾
生
の
中
に
は
、
農
政
以
外
の

全
国
町
村
会
（
会
長
・
吉
田
隆
行
広
島
県
坂
町
長
）
は
、
５
月
23
日
、
町
村
の
農

政
や
地
域
づ
く
り
の
担
当
職
員
を
対
象
と
し
た
「
地
域
農
政
未
来
塾
」
の
開
講
式
を

全
国
町
村
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
て
開
催
し
た
。

９
期
目
と
な
る
今
回
は
19
名
の
町
村
職
員
を
塾
生
に
迎
え
、
来
年
２
月
ま
で
計
７

回
の
講
座
を
開
く
ほ
か
、
ゼ
ミ
ご
と
に
行
う
現
地
調
査
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
課
題

に
対
応
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
践
で
き
る
担
当
者
の
養
成
を
め
ざ
す
。

▲吉田全国町村会長

▲生源寺地域農政未来塾長

―
将
来
を
展
望
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
行
で
き
る
職
員
を
養
成
―

―
将
来
を
展
望
し
た
農
業
・
農
村
政
策
を
実
行
で
き
る
職
員
を
養
成
―

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第

「
地
域
農
政
未
来
塾
」
を
開
講
（
第
９９
期
生
）

期
生
）
全
国
町
村
会

全
国
町
村
会
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仕
事
を
し
て
い
る
方
も
い
る
。
町
村
役
場

の
職
員
は
、
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
の
中
で
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
の
業
務
を
経
験
す
る
こ
と

が
強
み
だ
と
思
っ
て
い
る
。
農
政
以
外
の

分
野
で
培
っ
た
経
験
や
知
識
、
つ
な
が
り

を
生
か
し
て
論
文
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
る
が
、

皆
さ
ま
を
送
り
出
し
て
く
れ
た
町
村
へ
恩

返
し
で
き
る
よ
う
、
大
い
に
学
び
を
深
め

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
皆
川
芳
嗣
地
域
農
政
未
来
塾

運
営
委
員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、「
当
塾

に
は
こ
れ
ま
で
８
期
に
わ
た
っ
て
卒
業
生

た
ち
が
い
て
、
卒
業
後
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
活
躍
し
て
い
る
。
皆
さ
ま
も
卒
業

生
た
ち
の
よ
う
に
今
後
町
村
の
第
一
線
で

活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
と
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

続
い
て
、
4
名
の
主
任
講
師
の
紹
介
が

行
わ
れ
た
後
、
塾
生
を
代
表
し
て
山
形
県

小
国
町
の
藤
川
祐
子
氏
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
社
会
福
祉
士
と
し
て
高
齢
者
と
関
わ
る

中
で
、
先
人
が
受
け
継
い
で
き
た
農
村
文

化
や
美
し
い
風
景
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢

化
や
人
口
減
少
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
中

で
、
幅
広
い
視
点
か
ら
物
事
を
見
ら
れ
る

よ
う
自
身
の
見
識
を
深
め
る
た
め
に
、
こ

の
地
域
未
来
農
政
塾
に
応
募
し
た
。
日
本

の
農
業
・
農
村
に
は
、
異
常
気
象
、
物
価

の
高
騰
、
後
継
者
不
足
等
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
時
代
に
合
わ
せ

た
農
業
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
地
域
農
業
の
課

題
解
決
に
向
け
、
塾
生
同
士
助
け
合
い
な

が
ら
、
自
ら
考
え
、
提
案
し
、
行
動
で
き

る
職
員
と
な
る
べ
く
、懸
命
に
取
り
組
む
」

と
決
意
を
述
べ
、
開
講
式
は
閉
会
し
た
。

▲地域農政未来塾第9期生（後２列）と塾長、運営委員長、主任講師、来賓、事務総長

▲�皆川地域農政未来塾�
運営委員長

▲主任講師：左から中嶋氏・荘林氏・榊田氏・小田切氏
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1　
は
じ
め
に

近
年
、
各
地
で
、
生
徒
児
童
数
の
減
少
に

よ
り
、
小
学
校
や
中
学
校
の
統
廃
合
が
進
ん

で
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
廃
校
と
な
っ
た
学
校
の
施
設

を
い
か
に
活
用
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、長
野
県
飯
綱
町
で
は
、

地
域
住
民
、
町
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
民

間
企
業
や
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

会
社
等
が
共
同
し
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と

し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
取
組
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

長
野
県
飯
綱
町
は
、
長
野
県
北
部
、
長
野

市
の
北
に
位
置
す
る
人
口
約
1
万
人
の
町
で

す
。
東
京
か
ら
新
幹
線
で
長
野
駅
ま
で
約
90

分
、
長
野
駅
か
ら
車
で
約
30
分
、
電
車
で
約

20
分
と
交
通
の
利
便
性
は
非
常
に
高
い
場
所

に
あ
り
ま
す
。
町
の
産
業
は
主
に
農
業
で
、

り
ん
ご
、
米
、
桃
、
そ
ば
等
が
多
く
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
特
に
り
ん
ご
は
50
種
以
上

の
多
様
な
り
ん
ご
が
栽
培
さ
れ
て
い
て
、

ジ
ュ
ー
ス
、
シ
ー
ド
ル
や
ジ
ャ
ム
等
の
加
工

品
を
含
め
て
特
産
品
と
な
っ
て
お
り
、
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
人
気
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
飯
縄
山
の
ふ
も
と
の
飯

綱
東
高
原
で
は
ス
キ
ー
場
、ゴ
ル
フ
場
、キ
ャ

ン
プ
場
等
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
施
設
を
活
用

し
た
観
光
も
盛
ん
な
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

2　
廃
校
活
用
の
経
緯

飯
綱
町
で
も
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り

小
学
生
数
が
減
少
し
、
複
式
学
級
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
な
ど
、
こ
ど
も
の
教
育
に
大
き

な
影
響
が
あ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、

２
０
１
１
年
に
「
飯
綱
町
教
育
環
境
あ
り
方

▲廃校になった２つの小学校の跡地にできた複合施設「いいづなコネクト」

旧牟礼西小学校

自然・スポーツ・
健康がテーマ

 旧三水第二小学校 

 食・農・しごと創り
 がテーマ

長野県

飯綱町

飯い
い

綱づ
な

町ま
ち

長
野
県

飯
綱
町
に
お
け
る
廃
校
活
用
の
取
組

「
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
」
に
つ
い
て

�

官
民
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
共
同
し
て

　
　
　
　
　
廃
校
を
地
域
づ
く
り
の
拠
点
に
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検
討
委
員
会
」
で
議
論
を
開
始
し
、
２
０
１

３
年「
飯
綱
町
小
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
、
２
０
１
８
年
３
月
に
三
水
地
区

の
第
一
小
学
校
と
第
二
小
学
校
、
牟
礼
地
区

の
東
小
学
校
と
西
小
学
校
を
そ
れ
ぞ
れ
統
合

し
、
三
水
小
学
校
と
牟
礼
小
学
校
と
し
、
町

内
の
4
校
の
小
学
校
を
2
校
と
す
る
方
針
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

閉
校
と
な
る
地
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
地
域

の
交
流
の
場
で
あ
っ
た
小
学
校
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
閉
校
後
の
校
舎
を
地

域
の
交
流
拠
点
と
し
て
利
活
用
し
て
い
く
た

め
に
地
域
住
民
と
共
働
で
検
討
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
旧

三
水
第
二
小
学
校
区
で
は
「
赤
東
未
来
創
造

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
旧
牟
礼
西
小
学
校
で
は

「
高
岡
地
区
活
性
化
１
０
９
委
員
会
」
が
組

織
さ
れ
、
男
女
比
率
を
考
慮
し
た
う
え
で
20

代
か
ら
70
代
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
住
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

検
討
の
結
果
、
旧
三
水
第
二
小
学
校
区
で

は
「
し
ご
と
の
創
業
・
交
流
拠
点
」
と
し
て

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
創
業
や
起
業
を
支
援
す
る
施
設
）
機
能
を

メ
イ
ン
と
し
た
多
世
代
交
流
型
の
施
設
と
す

る
「
赤
東
み
ら
い
創
造
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

２
０
１
６
年
に
町
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
旧
牟
礼
西
小
学
校
区
で
は
「
体
験
滞
在

型
の
都
市
交
流
等
の
拠
点
」と
し
て「
自
然
」・

「
ス
ポ
ー
ツ
」・「
健
康
」
を
メ
イ
ン
と
し
た

多
様
な
人
々
等
と
の
交
流
人
口
創
出
型
の
施

設
と
す
る
「
高
岡
地
区
活
性
化
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
、
２
０
１
７
年
に
町
に
提
言
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
検
討
過
程
で
は
、
各
教
室

の
具
体
的
な
用
途
を
決
定
す
る
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、
将
来
的
な
柔
軟
性
を
確
保
す
る

た
め
、
建
物
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
提
言
す

る
方
針
と
な
り
「
地
域
内
外
の
多
世
代
の

人
々
に
よ
る
交
流
拠
点
」
と
す
る
こ
と
が
提

言
さ
れ
ま
し
た
。

3　
飯
綱
町
に
よ
る
施
設
整
備

こ
れ
ら
の
提
言
を
受
け
て
町
で
は
、
具
体

的
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
２
０
１
８
年
か
ら
地

方
創
生
推
進
交
付
金
を
活
用
し
、
町
の
活
性

化
拠
点
と
し
て
、
廃
校
舎
の
整
備
と
運
営
体

制
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
施
設
の
愛
称
を
公
募
し
、
旧
三
水
第
二

小
学
校
を
「
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ

Ｔ
」、
旧
牟
礼
西
小
学
校
を
「
い
い
づ
な
コ

ネ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
」
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ

利活用方針案「地域内外の多世代の人々による交流拠点」

いいづなコネクト設置までの経緯
～地域住民組織での議論の開始～

旧三水第二小学校区
「赤東未来創造プロジェクト」

赤東みらい創造プラン

「しごとの創業・交流拠点」
インキュベーション・イノベーション（創業
や起業を支援する施設）機能をメインとした
多世代交流型の施設

「体験・滞在型の都市交流等の拠点」
「自然」「スポーツ」「健康」をメインとし
た多様な人々等との交流人口創出型の施設

高岡地区活性化プラン

旧牟礼西小学校区
「高岡地区活性化109委員会」

旧三水第二小学校 

 食・農・しごと創り
 がテーマ

旧牟礼西小学校

自然・スポーツ・
健康がテーマ

いいづなコネクトのご案内
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れ
ま
し
た
。
ま
た
、ま
ち
づ
く
り
会
社
の「
株

式
会
社
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な
」を
設
立
し
、

指
定
管
理
者
と
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

4　
�

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ

の
概
要

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
は
２
０
２

０
年
（
令
和
2
年
）
７
月
に
「
食
・
農
・
し

ご
と
創
り
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
複
合
施
設
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
設
置
目
的
と
し

て
は
、
近
隣
地
域
や
都
市
圏
と
の
交
流
を
促

進
す
る
た
め
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材

の
地
方
還
流
、「
し
ご
と
創
り
」
を
促
す
よ

う
な
学
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
と
も
に
、
地
域

内
外
の
幅
広
い
人
々
と
自
由
に
交
流
・
創
発

が
起
こ
る
よ
う
な
拠
点
を
整
備
す
る
こ
と
で

企
業
や
雇
用
を
地
方
へ
と
促
す
こ
と
を
進
め

る
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
総
事
業
費
は
、
約

３
億
２
５
０
０
万
円
で
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
が
活
用
さ
れ
ま
し
た
。

施
設
は
３
階
建
て
で
、
旧
教
室
等
を
う
ま

く
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
付
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
1
階
は
、
食
を
テ
ー
マ
と
し
、

食
堂
や
地
元
の
林
檎
を
活
か
し
た
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
等
の
ス
イ
ー
ツ
も
提
供
す
る
「
泉
が
丘

喫
茶
室
」
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ウ
ン

ジ
や
ブ
ッ
ク
ラ
ウ
ン
ジ
も
設
け
ら
れ
、
地
元

住
民
と
来
訪
者
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
林
檎
を
醸
造
し
シ
ー
ド
ル
と
す

る
そ
の
名
も
「
林
檎
学
校
醸
造
所
」
と
そ
の

直
営
シ
ョ
ッ
プ
の
「
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
も

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
っ
て
い
ま
す
。

2
階
・
3
階
は
「
し
ご
と
創
り
」
を
テ
ー

マ
と
し
、
創
業
支
援
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
場

と
な
る
「
ツ
ク
リ
バ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」、「
ツ
ク
リ

バ
Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」、「
ツ
ク
リ
バ
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ 

Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
が
あ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー

ス
の
「
ツ
ク
リ
バ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
」
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
の
場
所
は

テ
ナ
ン
ト
を
入
れ
て
お
り
、
東
京
の
企
業
の

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
も
入
居
し
て
い
ま

す
。
テ
ナ
ン
ト
と
し
て
入
居
し
た
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｎ
株
式
会
社
は
、
飯
綱
町
の
廃
校
活
用
に

初
期
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
お
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部

門
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
、
地
域

と
共
同
し
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

ま
た
、
体
育
館
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ

ン
の
お
か
れ
た
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ル
ー
ム
と
児
童
ク
ラ
ブ
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
核
と

な
っ
て
い
る
の
が
「
ツ
ク
リ
バ
」
の
活
動
で

す
。
ツ
ク
リ
バ
は
『
自
分
を
活
か
し
た
し
ご

と
を
作
る
場
』
で
あ
り
、
自
分
の
好
き
を
活

か
し
て
地
域
に
い
い
し
ご
と
を
つ
く
る
サ

ポ
ー
ト
と
し
て
、
企
画
の
相
談
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、「
し
ご
と
の
学
校
」
と

し
て
「
小
商
い
講
座
」
等
自
分
の
好
き
を
仕

事
と
し
て
い
く
た
め
の
講
座
や
デ
ザ
イ
ン
等

し
ご
と
創
り
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
学
ぶ
講
座

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
運
営
に
は
指
定
管
理
者
と
な
っ
て

い
る
「
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な
」
と
常
駐
す

る
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
携
わ
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
２
０
２
４
年
に
は
、
い
い
づ
な
コ

ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
の
施
設
も
活
用
し
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
、
ア
シ
ッ
ク
ス
、
奈
良
県
立
医
科
大

等
産
学
官
が
連
携
し
、「
農
業
」、「
ス
ポ
ー

ツ
」、「
移
動
」、「
デ
ジ
タ
ル
」
を
テ
ー
マ
に

機会づくり

飯綱町の未来のまちづくり

食・農・しごと創りをテーマの複合施設

いいづなコネクトEAST
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首
都
圏
に
居
住
す
る
人
に
モ
ニ
タ
ー
と
な
っ

て
も
ら
い
、
飯
綱
町
で
農
業
体
験
を
し
て
も

ら
う
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
地
域
共
創
の
実
証

実
験
を
実
施
し
、
関
係
人
口
の
拡
大
を
図
る

事
業
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
い
づ

な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
施
設
全
体
を

使
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
、「
い
い
コ

ネ
夏
マ
ル
シ
ェ
」、「
こ
ど
も
Ｘ
ｍ
ａ
ｓ
マ
ル

シ
ェ
」
等
い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
の
ほ
か
、
外
部
団
体
や
テ
ナ
ン
ト
と
し

て
入
居
し
て
い
る
企
業
等
の
主
催
す
る
イ
ベ

ン
ト
も
実
施
さ
れ
、
地
域
内
外
か
ら
多
数
の

来
客
が
訪
れ
、
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

5　

�

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

の
概
要

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
は
２
０
２

１
年
（
令
和
3
年
）
に
「
自
然
・
ス
ポ
ー
ツ
・

健
康
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
複
合
施
設
と
し
て

全
館
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
町
の
魅
力
で
あ

る
自
然
の
中
で
の
豊
か
な
暮
ら
し
や
観
光
資

源
を
最
大
の
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
、自
然
・

ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
を
テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
事
業
を
展
開
し
情
報
発
信
し
て
い
く
こ

と
で
町
へ
の
観
光
誘
客
や
交
流
・
関
係
人
口

増
加
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
整
備
に
は
校
舎
本
体

を
約
２
億
５
０
０
０
万
円
で
改
修
を
行
い
、

地
方
創
生
推
進
交
付
金
等
が
活
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
校
庭
を
人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場

と
し
、
１
億
５
０
０
０
万
円
で
改
修
し
ま
し

た
が
、
こ
れ
に
は
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
助
成
金
が
活
用

さ
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
の
特
色
と
し
て
は
サ
ッ
カ
ー
場

や
体
育
館
を
利
用
し
て
合
宿
等
が
実
施
で
き

る
よ
う
校
舎
の
３
階
を
最
大
50
名
程
度
の
収

容
可
能
な
宿
泊
施
設
に
改
修
し
ま
し
た
。
ま

た
、
音
楽
室
を
ス
タ
ジ
オ
に
改
修
し
ヨ
ガ
、

ダ
ン
ス
、
体
操
等
の
レ
ッ
ス
ン
も
可
能
な
場

と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
を
テ
ナ
ン
ト
に
入
れ
、「
廃
校

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
Ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
．」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。

さ
ら
に
施
設
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
町
民

も
利
用
可
能
な
食
堂
や
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー

も
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
会
議
室
が
設
け
ら
れ
た

ほ
か
、
残
り
の
ス
ペ
ー
ス
は
貸
室
と
し
て
地

域
で
活
動
す
る
企
業
等
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居

し
て
い
ま
す
。

サ
ッ
カ
ー
場
は
、
い
い
づ
な
パ
ル
セ
イ
ロ

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
長
野
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

と
す
る
Ｊ
リ
ー
グ
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム

「
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
」
と
連
携
し
、
共

催
で
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。Ｗ

Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
系
の
イ
ベ
ン

ト
が
多
く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合

宿
利
用
も
増
加
し
て
お
り
、
企
業
研
修
や
卒

業
旅
行
、
吹
奏
楽
部
の
合
宿
等
、
多
様
な
用

途
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

6　

�

株
式
会
社
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ

な
に
つ
い
て

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
の
指
定
管
理
者
と

な
っ
て
い
る
株
式
会
社
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ

な
は
、
廃
校
活
用
の
方
針
決
定
委
員
会
で
の

議
論
を
受
け
、
町
主
導
で
設
立
が
検
討
さ
れ

ま
し
た
。
最
終
的
に
は
、
１
０
０
％
民
間
出

資
の
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
い
い

づ
な
コ
ネ
ク
ト
の
指
定
管
理
者
と
な
り
、
施

設
管
理
を
行
う
ほ
か
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
企

飯綱町の未来のまちづくり

自然・スポーツ・健康をテーマの複合施設

いいづなコネクトWEST

▲廃校フィットネスSent.

▲コインランドリー

機会づくり
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画
や
両
施
設
の
食
堂
等
の
運
営
も
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
飯
綱
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

受
託
も
行
う
ほ
か
、
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
実

施
等
町
か
ら
の
事
業
受
託
を
行
っ
て
い
ま

す
。
カ
ン
マ
ッ
セ
と
は
北
信
地
方
の
方
言
の

「
か
ん
ま
す
（=

か
き
ま
ぜ
る
）」
か
ら
と
っ

た
も
の
で
、
古
き
と
新
し
き
を
、
地
元
民
と

移
住
者
を
、あ
ら
ゆ
る
も
の
を
か
き
ま
ぜ
て
、

と
も
に
私
た
ち
の
ま
ち
を
育
て
て
い
こ
う
、

そ
ん
な
思
い
を
込
め
た
も
の
と
の
こ
と
で

す
。
従
業
員
も
事
業
拡
大
に
伴
っ
て
、
地
元

出
身
者
だ
け
で
な
く
、
移
住
者
も
増
え
て
お

り
、
ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
も
連
携

し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

廃
校
活
用
を
核
と
し
な
が
ら
、
し
ご
と
創

り
の
支
援
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
や
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
の
社
会
活
動
等
、
民
間
な

ら
で
は
の
柔
軟
性
を
活
か
し
な
が
ら
飯
綱
町

の
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

7　

�

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
設
置
後
の

効
果

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
来

場
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
主
催
す
る
講
座

等
へ
の
参
加
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

企
業
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
さ
れ
、

長
野
県
内
で
ス
ー
パ
ー
等
を
展
開
す
る
綿
半

と
も
連
携
し
「
綿
半
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た

と
こ
ろ
２
、
５
０
０
人
を
超
え
る
方
々
が
来

場
し
ま
し
た
。

ま
た
、
入
居
し
て
い
る
企
業
が
働
く
場
と

な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｎ 
Ｉ
Ｃ
Ｔ 

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技

術
を
活
か
し
て
地
域
づ
く
り
に
関
わ
る
な
ど

テ
ナ
ン
ト
と
の
つ
な
が
り
が
現
れ
新
し
い
動

き
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

い
い
づ
な
コ
ネ
ク
ト
Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
団
体
等
の
合
宿
に
よ
り
来
訪
者
が
増

加
す
る
と
と
も
に
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ
と

の
共
催
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
等
に
よ
り
ス
ポ
ー

ツ
交
流
の
場
と
し
て
の
認
知
度
を
高
め
て
い

ま
す
。

地
方
に
お
い
て
は
、
各
地
で
高
齢
化
と
人

口
減
少
が
進
み
、
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う

と
し
て
も
、
人
材
不
足
が
避
け
ら
れ
ず
、
施

設
を
整
備
し
た
と
し
て
も
町
村
職
員
の
み
で

そ
の
運
営
を
行
っ
て
い
く
こ
と
は
困
難
で

す
。
飯
綱
町
で
は
、
両
施
設
と
も
、
管
理
・

運
営
を
新
た
に
設
立
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
会

社
の
株
式
会
社
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
、
入
居
し
て
い
る
テ
ナ
ン

ト
企
業
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
企
業
と
が
共

創
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
り
、
単
に
廃
校
の
施
設
を
利
用
す
る
と
い

う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
新
た
な
交
流
と
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
特
に
さ
ま
ざ
ま
な
講
座
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
企
画
を
カ
ン
マ
ッ
セ
い
い
づ
な
が
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と

し
て
だ
け
で
な
く
、
町
外
か
ら
の
来
訪
者
の

増
加
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
さ
ら
に
創
業
の
場
や
関
係
人
口
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
る
場
と
な
り
、
地
域
振

興
の
拠
点
と
な
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。全

国
町
村
会　

前
次
長
（
政
務
担
当
）

角
田　

秀
夫

経過
□循環型の地域社会の実現、町の活性化を進める

□廃校舎の再活用による新たな拠点の創出と、その
施設の運営を担うまちづくり会社の創設が不可欠

□町内外の事業者、町民、専門機関などの皆さまと
検討を進める

□「カンマッセ」の意味
良い意味で「かき混ぜ・かき回す」ことで町を活性化さ
せたいとのことから、社名に想いを込め、
「カンマッセいいづな」とした。

□経営理念
「飯綱町をかっこいい田舎にする」とし、最大の使
命を「廃校を活用した地域活性化」と位置づける

□主な業務等
しごと創りの支援、町や町内事業者等を対象とした
ＢＰＯ等の受託事業、地域活動等の促進の支援など

突破口

主に町民６名が
発起人（出資）

平成30年（2019年）5月9日

カンマッセいいづな 設立！

理念とミッション

廃校活用
ソーシャルビジネス
（しごと創りの支援等）

まちづくり全般の
社会活動＋＋ ＋＋

町の未来を創るシンクタンク機能や人材育成を進める

「まちづくりのエンジン」を目指す！

人づくり 機会づくり関係づくり

株式会社カンマッセいいづなの設立

飯綱町の未来のまちづくり
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山
形
県
町
村
会
は
令
和
７
年
５
月
20
日

の
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
５
月
20
日
就
任
）

山
形
県
町
村
会
長

東ひ
が
し

田た

川が
わ

郡
三み

川か
わ

町
長

阿あ

部べ　
　

誠せ
い

昭
和
27
年
９
月
13
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
７
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
平
成
７
年
８
月
～
14
年
９
月
三
川
町
議

会
議
員
▽
平
成
15
年
２
月
三
川
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
令
和
元
年
８

月
荘
内
地
方
町
村
会
長
▽
令
和
３
年
５
月

山
形
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】
▽
三
川
町
立
東
郷
小
学
校

及
び
三
川
町
立
三
川
中
学
校
建
設
▽
子
育

て
交
流
施
設
「
テ
オ
ト
ル
」
建
設
▽
出
産

祝
金
制
度
の
導
入
▽
高
校
生
以
下
の
医
療

費
無
料
化
▽
赤
川
河
川
緑
地
ふ
れ
あ
い
広

場
「
パ
ル
ク
赤
川
」
整
備

【
趣
味
】
ゴ
ル
フ

【
家
族
】
妻

　

福
島
県
町
村
会
は
令
和
７
年
６
月
３
日
の

定
期
総
会
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出
し
た
。

（
６
月
３
日
就
任
）

福
島
県
町
村
会
長

南み
な
み

会あ
い

津づ

郡
下し
も

郷ご
う

町
長

星ほ
し　
　
　

學
ま
な
ぶ

昭
和
22
年
１
月
12
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
下
郷
町
建
設
課
長
・
助
役
・
副
町
長
▽

平
成
25
年
９
月
下
郷
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
平
成
29
年
５

月
～
令
和
元
年
５
月
監
事
▽
令
和
元
年
５

月
～
３
年
６
月
理
事
▽
令
和
５
年
５
月
～

７
年
５
月
監
事
▽
令
和
７
年
５
月
～
理
事

【
主
な
業
績
】
▽
国
道
２
８
９
号
南
倉
沢

ト
ン
ネ
ル
の
開
通
、
会
津
縦
貫
南
道
路
な

ど
、
各
種
道
路
網
の
整
備
・
促
進
▽
大
川

ふ
る
さ
と
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー

プ
ン
▽
町
営
住
宅
の
整
備
▽
「
高
齢
者
タ

ク
シ
ー
助
成
事
業
」や「
入
学
祝
金
支
給
」、

「
学
校
給
食
費
の
無
償
化
」
な
ど
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援

【
趣
味
】
ス
ポ
ー
ツ
・
読
書

【
家
族
】
妻

　

山
梨
県
町
村
会
は
令
和
７
年
５
月
８
日

の
町
村
長
会
議
で
次
の
通
り
会
長
を
選
出

し
た
。

（
６
月
１
日
就
任
）

山
梨
県
町
村
会
長

南み
な
み

巨こ

摩ま

郡
身み

延の
ぶ

町
長

望も
ち

月づ
き　

幹み
き

也や

昭
和
34
年
７
月
18
日
生

【
町
村
長
と
し
て
の
当
選
回
数
】
３
回

【
町
村
長
に
就
任
す
る
ま
で
の
経
歴
】

▽
平
成
26
年
４
月
山
梨
県
総
務
部
市
町
村

課
長
▽
平
成
27
年
４
月
～
28
年
８
月
身
延

町
副
町
長
▽
平
成
28
年
10
月
身
延
町
長

【
町
村
会
関
係
の
経
歴
】
▽
令
和
元
年
６

月
～
３
年
５
月
山
梨
県
町
村
会
副
会
長

【
主
な
業
績
】▽
特
産
品「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」

の
６
次
産
業
化
事
業
、
県
内
農
林
水
産
物

で
初
の
地
理
的
表
示
（
Ｇ
Ｉ
）
保
護
制
度

登
録
▽
下
部
温
泉
郷
・
健
康
づ
く
り
の
シ

ン
ボ
ル
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
増
進
施
設
し
も

べ
の
湯
」
建
設
▽
観
光
の
新
た
な
目
的
地

道
の
駅
に
し
じ
ま
和
紙
の
里
「
か
み
す
き

パ
ー
ク
」
オ
ー
プ
ン
▽
町
産
材
・
県
産
材

を
使
用
し
た
「
身
延
中
学
校
」
新
校
舎
建

設
▽
子
育
て
支
援
事
業
（
18
歳
ま
で
の
医

療
費
無
料
化
・
給
食
費
、
修
学
旅
行
費
の

全
額
補
助
・
保
育
所
等
入
園
支
度
金
・
小

中
学
校
入
学
支
度
金
な
ど
）

【
趣
味
】
旅
行
、
ツ
ー
リ
ン
グ
、
酒
蔵
巡

り【
家
族
】
妻

　◎
町
村
週
報
ご
購
読
の
ご
案
内
◎

　「
町
村
週
報
」を
毎
号
ご
自
宅
や
職
場

に
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
ご
購
読
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

zck.or.jp

）

に
て
、
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

★
年
間
購
読
料
１
、
５
０
０
円
（
送
料

込
み
）

★
請
求
書
を
送
付
い
た
し
ま
す
の
で
、

折
り
返
し
お
振
り
込
み
下
さ
い
。

町 村 週 報 （第三種郵便物認可） 第3323号9　2025年（令和 7年） 6月23日
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１１
　
は
じ
め
に

　
は
じ
め
に

奈
義
町
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
２
０
１
９

年
に
2
・
95
を
達
成
し
、
２
０
１
８
年
か
ら
２

０
２
２
年
の
5
カ
年
平
均
で
も
2
・
32
と
高
い

水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
岡
山
県
が
作
成
し

た
「
少
子
化
要
因
見
え
る
化
ツ
ー
ル
」
に
よ
る

と
、
奈
義
町
の
出
生
率
を
押
し
上
げ
て
い
る
要

因
と
し
て
、
自
己
効
力
感
や
結
婚
・
子
育
て
に

対
す
る
意
識
な
ど
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
関
す

る
す
べ
て
の
項
目
が
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
こ

と
、
ま
た
、
人
々
の
つ
な
が
り
に
関
す
る
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
指
標
に
つ
い
て
も
、
す
べ
て

の
項
目
で
平
均
を
上
回
る
高
い
水
準
と
な
っ
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

奈
義
町
の
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創

生
交
付
金
事
業
で
は
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
一
つ
に
合
計

特
殊
出
生
率
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
Ｋ
Ｐ

Ｉ
を
達
成
す
る
た
め
、
直
接
的
な
子
育
て
支
援

だ
け
で
な
く
、
生
涯
活
躍
の
視
点
か
ら
住
民
主

体
で
全
世
代
が
活
躍
し
、
世
代
を
超
え
た
交
流

や
助
け
合
い
を
創
出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
期
の
孤
立
を
短
期
的
な
就
労

機
会
の
提
供
や
自
主
保
育
な
ど
の
取
組
に
よ

り
解
消
し
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
作
る
施
策

を
実
施
す
る
な
ど
、
多
角
的
に
出
生
率
の
向

上
・
維
持
と
い
う
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２２
　
交
付
金
事
業
の
概
要

　
交
付
金
事
業
の
概
要

奈
義
町
が
実
施
し
て
い
る
交
付
金
事
業
名

称
は
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
×
奈
義
町
版
全
世
代
全
員
活

躍
の
ま
ち
＝
持
続
可
能
な
永
続
で
き
る
ま
ち
事

業
」
で
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
生
涯
活
躍
に
よ

る
自
己
肯
定
感
や
高
齢
者
の
生
き
が
い
創
出
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
施
策
が
有
機
的
に
連
携

し
、
町
民
の
満
足
度
向
上
を
通
じ
て
合
計
特
殊

出
生
率
の
向
上
・
維
持
と
転
入
者
の
増
加
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
計
画
の
中
か
ら
特
に
子
育
て
と

生
涯
活
躍
、
世
代
を
超
え
た
助
け
合
い
に
焦
点

を
当
て
た
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

⑴
奈
義
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ

ま
ず
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
と
し

て
、
奈
義
町
版
ネ
ウ
ボ
ラ
事
業
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
奈
義
町
子
育
て
等
支
援
施
設

「
な
ぎ
チ
ャ
イ
ル
ド
ホ
ー
ム
」
を
拠
点
に
、
地

域
住
民
や
高
齢
者
、
専
門
職
な
ど
多
様
な
方
々

が
継
続
的
に
子
育
て
に
関
わ
り
、
継
続
的
な
産

後
ケ
ア
や
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
特
色
あ
る
取
組
と
し
て
自
主
保
育
た

け
の
こ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
事
業
で
は
、
子
育

て
中
の
保
護
者
が
交
代
で
子
育
て
支
援
員
と
と

も
に
保
育
を
担
当
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
一

時
的
な
育
児
の
余
裕
だ
け
で
な
く
、
保
育
の
ノ

ウ
ハ
ウ
習
得
や
自
然
な
子
育
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

⑵
農
業
コ
ン
ビ
ニ

農
業
コ
ン
ビ
ニ
事
業
は
、
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ

事
業
を
農
業
分
野
に
拡
充
し
た
も
の
で
す
。
し

ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事
業
は
、
出
産
・
子
育
て
期
に

仕
事
か
ら
離
れ
、
家
庭
で
の
子
育
て
に
専
念
す

る
中
で
感
じ
る
孤
独
感
へ
の
対
策
と
し
て
、
子

育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
民

間
事
業
者
等
か
ら
受
託
し
た
短
時
間
の
仕
事

を
、
登
録
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
で
、

現
在
で
は
３
４
８
名
が
登
録
し
、
若
年
層
か
ら

高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
活
躍

し
て
い
ま
す
。

農
業
コ
ン
ビ
ニ
は
、
繁
忙
期
に
一
時
的
な
人

手
を
必
要
と
す
る
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
も

の
で
、
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
事
業
の
ス
キ
ー
ム
を

農
業
分
野
へ
も
拡
大
し
て
実
施
を
し
て
い
る
事

業
で
す
。
農
業
未
経
験
の
子
育
て
世
代
や
高
齢

者
も
参
加
し
、
全
世
代
で
農
業
の
人
手
不
足
解

消
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

⑶
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル

奈
義
町
版
ま
る
ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
は
、

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
事
業
で
、
平
日
常
時

開
設
の
ス
マ
ホ
よ
ろ
ず
相
談
所
の
設
置
や
、
地

域
住
民
に
よ
る
ス
マ
ホ
講
座
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
ス
マ
ホ
講
座
は
し
ご
と
コ
ン
ビ
ニ
の
仕
組

み
を
活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
詳
し
い
若

年
世
代
や
子
育
て
中
の
母
親
が
講
師
を
務
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
若
者
が
高
齢
者
を
支

援
す
る
機
会
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
世
代
を
超
え
た
相

互
支
援
の
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

３３
　
お
わ
り
に

　
お
わ
り
に

地
域
の
風
土
や
文
化
、
自
然
環
境
は
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
深
く
結
び
つ
き
、
地
域
固
有
の
特
性

を
育
ん
で
い
ま
す
。
奈
義
町
は
、
こ
の
地
域
特

性
と
向
き
合
い
、
そ
の
強
み
を
伸
ば
し
て
き
た

結
果
、
高
い
合
計
出
生
率
と
い
う
成
果
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金

は
、
使
い
勝
手
が
向
上
し
、
事
業
規
模
も
大
幅

に
拡
充
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域
が
特
性
や
強

み
を
活
か
し
、
自
主
性
と
創
意
工
夫
に
基
づ
く

独
自
の
取
組
を
展
開
す
る
上
で
、
活
用
を
検
討

す
べ
き
効
果
的
な
交
付
金
制
度
で
す
。
奈
義
町

と
し
て
も
今
後
も
積
極
的
に
活
用
し
、
地
方
創

生
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

岡
山
県
奈
義
町
情
報
企
画
課　

花
房　

宏
亮

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

内
閣
官
房
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環

境
創
生
本
部
事
務
局

電　

話　

０
３-

６
２
５
７-

１
４
１
６

メ
ー
ル　

�chiiki.sosei-senko@
cao.

go.jp

町
村
週
報
第
３
３
２
１
号
（
６
月
２
日
発
行
）
で
は
、
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生

交
付
金
の
う
ち
第
２
世
代
交
付
金
の
制
度
概
要
と
令
和
７
年
度
第
２
回
募
集
に
つ
い
て
、
ご
案

内
し
ま
し
た
。
第
２
回
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
募
集
に
向
け
た
ご
相
談
は
、
年
間

を
通
し
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
内
閣
官
房
の
各
都
道
府
県
担
当
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
６
月
13
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
地
方
創
生
2
・
0
基
本
構
想
」
に
お
い
て
、「
地

方
創
生
の
好
事
例
の
普
遍
化
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
2
・
0
で
は
、
地
方
創
生
1
・
0
を
通
じ
て
各
地
で
生
ま
れ
た
優
良
な
事
例
や
、

新
た
に
創
出
さ
れ
る
好
事
例
を
点
で
終
わ
ら
せ
ず
、
面
へ
と
広
げ
る
「
普
遍
化
」
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
全
国
の
好
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
岡
山
県
奈
義
町
で
す
。

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
の
活
用
事
例
の
紹
介

新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
交
付
金
の
活
用
事
例
の
紹
介

内
閣
官
房
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
事
務
局

内
閣
官
房
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
事
務
局
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■内閣官房新しい地方経済・生活環境創生本部事務局
電話：03-6257-1416
Eメール：chiiki.sosei-senko@cao.go.jp

交付対象事業経費 5.3億円（令和３～７年度）内閣官房では、交付金を活用した地方創生の実現のため、
都道府県ごとに担当者を配置し、相談体制を構築しています。
お気軽に各県の担当者にお尋ねください。

住民が主体となって事業を担うことで
世代を超えた助け合い、全員活躍を実現

農農業業ココンンビビニニ

• 「しごとコンビニ」事業を発展！
• 登録型で自由に働けるシステムで、
農業分野の人手不足をサポート

• 高齢者や主婦が地域の担い手に！

農業も全員活躍で

奈義町版ネウボラ

• 一人ひとりに寄り添った子育て
支援制度

• 保健師・助産師など専門職によ
る継続的なサポートや地域ぐる
みの子育て

• 合計特殊出生率2.25を達成！
（R3-R5平均）

地域ぐるみの子育て

まるごとデジタル

• 地域住民によるスマホ講座（料金無
料:年間24回）

• 子育て世代が高齢者に使い方をレク
チャー

• いつでもスマホ相談ができるスマホ
よろず相談所を常設

• 交流を通じて地域の絆も深まります

世代を超えた
デジタルデバイド対策

SDGs×奈義町版全世代全員活躍のまち＝持続可能な永続できるまち事業
～地域住民が主役の暮らしやすく、永続できるまちづくり～

農農業業ココンンビビニニ

• 「しごとコンビニ」事業を発展！
• 登録型で自由に働けるシステムで、
農業分野の人手不足をサポート

• 高齢者や主婦が地域の担い手に！
• 登録者348名、受注実績948件

（R6）(農業分野以外も含む)

農業も全員活躍で

地方創生２.０
交付金を活用した、次世代

の地方創生へ 岡山県奈義町

■お問い合わせ先
岡山県奈義町役場 情報企画課
電話：0868-36-4126
Eメール：kikaku@town.nagi.lg.jp

第3323号11　2025年（令和 7年） 6月23日

情　報

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

p10-11 3323 情報_新しい地方経済.indd   11p10-11 3323 情報_新しい地方経済.indd   11 2025/06/20   15:19:092025/06/20   15:19:09



自
然
豊
か
な
コ
ン
パ
ク
ト
な
過
疎
の
ま
ち

鳥
取
県
日
野
町
は
、
鳥
取
県
西
南
部
に

位
置
し
、
東
西
20
㎞
、
南
北
12
・
5
㎞
、

総
面
積
１
３
３
・
98
㎢
で
人
口
約
２
６
０

０
人
の
中
国
山
地
の
山
あ
い
の
自
然
豊
か

な
コ
ン
パ
ク
ト
な
過
疎
の
ま
ち
で
す
。

ま
ち
の
観
光
と
生
活
の
両
面
に
お
い

て
、さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

1　

日
野
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

縁
起
の
良
い
名
前
を
持
つ
金
持
（
か
も

ち
）
神
社
が
あ
り
、
毎
年
初
詣
に
は
約
2

万
人
の
参
拝
客
が
訪
れ
ま
す
。
地
元
の

人
々
は
も
ち
ろ
ん
、
遠
方
か
ら
の
来
訪
者

の
絶
え
な
い
年
間
を
通
じ
た
人
気
の
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

町
内
を
流
れ
る
一
級
河
川
・
日
野
川
に

は
、
毎
年
冬
に
な
る
と
約
１
０
０
０
羽
の

お
し
ど
り
が
飛
来
し
ま
す
。お
し
ど
り
は
、

美
し
い
羽
根
と
仲
睦
ま
じ
い
姿
か
ら
「
お

し
ど
り
夫
婦
」
と
い
っ
た
言
葉
や
鳥
取
県

の
鳥
と
し
て
知
ら
れ
、
11
月
ご
ろ
に
日
野

町
に
飛
来
し
ま
す
。
毎
年
訪
れ
る
と
て
も

き
れ
い
な
お
し
ど
り
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
来
訪
者
も
多
く
、
冬
の
風
物
詩
と
し
て

広
く
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
お
し
ど

り
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
観
察
小
屋

が
特
急
の
停
車
す
る
Ｊ
Ｒ
伯
備
線
根
雨
駅

の
約
３
０
０
ｍ
程
の
身
近
な
場
所
に
あ
る

こ
と
も
人
気
の
理
由
の
一
つ
で
す
。

日
野
川
に
は
、
夏
の
季
節
に
ぴ
っ
た
り

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
あ
り
ま
す
。
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
で
す
。
日
野
川
は
清
流
と
し
て

有
名
で
、
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
愛
好
者
に
と
っ

て
は
絶
好
の
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
急
流
を
下

る
ス
リ
ル
と
興
奮
を
味
わ
い
な
が
ら
、
美

し
い
景
色
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
鮎
釣
り
も
大
き
な
魅
力
で
す
。

今
秋
放
送
が
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ば
け
ば
け
」
で
も
注

目
を
集
め
る
小
泉
八
雲
の
作
品
「
骨
董
」

で
知
ら
れ
る
滝
山
公
園
の
龍
王
滝
や
、
明

治
か
ら
大
正
に
か
け
て
活
躍
し
た
評
論

家
・
翻
訳
家
の
生
田
長
江
の
出
身
地
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

2　

教
育
も
コ
ン
パ
ク
ト

日
野
町
は
、
生
活
面
で
も
非
常
に
充
実

し
た
施
設
が
整
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に

は
、
教
育
、
医
療
、
買
い
物
、
交
通
等
、

日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
教
育
面
で
は
、
町
内
に
「
日
野

学
園
」
と
い
う
義
務
教
育
学
校
が
あ
り
、

少
人
数
を
活
か
し
た
小
中
一
貫
の
教
育
環

境
を
整
備
。
県
立
高
校
「
日
野
高
校
」
は

町
立
保
育
所
と
と
も
に
日
野
学
園
の
近
く

に
あ
り
、
地
域
の
教
育
環
境
が
整
っ
て
お

り
、
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
べ
る
場

所
で
す
。

3　

医
療
、
買
い
物
も

医
療
面
で
も
地
域
の
総
合
病
院
「
日
野

病
院
」
が
日
野
学
園
の
横
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
病
院
は
、
地
域
の
医
療
を
支
え
る
重

要
な
施
設
で
す
。
ま
た
、
日
常
の
買
い
物

に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
り
、
地

元
の
住
民
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
移
動
販
売
事
業
が
町
の
委
託
事
業

と
し
て
運
営
さ
れ
、
主
に
は
自
動
車
の
運

転
で
き
な
い
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

4　

交
通　

交
通
面
で
は
、
町
内
に
三
つ
の
Ｊ
Ｒ
の

駅
、
中
で
も
特
急
「
や
く
も
」
が
停
車
す

る
根
雨
駅
が
あ
り
、
岡
山
市
や
松
江
市
、

出
雲
市
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
便
利
な
環

境
で
す
。
さ
ら
に
、
町
営
交
通
と
し
て
タ

ク
シ
ー
や
バ
ス
も
運
行
し
て
お
り
、
町
内

外
へ
の
移
動
も
便
利
で
す
。

5　

子
育
て
支
援
・
移
住
定
住

日
野
町
は
、自
然
豊
か
な
環
境
の
中
で
、

子
育
て
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

保
育
所
と
し
て
「
ひ
の
っ
こ
保
育
所
」
が

あ
り
、
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
病
児
病
後
児

保
育
の
制
度
も
あ
り
、
日
野
病
院
と
の
連

携
も
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
子
育
て
世
代
の
支
援
が
手
厚
く
、
若

い
家
族
に
と
っ
て
非
常
に
住
み
や
す
い

環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児

の
遊
び
場
と
し
て
「
し
い
た
ん
広
場
」
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
と
遊
べ
る
空
間
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
保
育
料
や
高
校
生
ま
で
の
医

療
費
の
無
償
化
や
住
宅
整
備
の
補
助
等
、

若
年
層
の
定
住
促
進
に
向
け
て
取
り
組

み
、
町
全
体
で
、
こ
ど
も
た
ち
や
若
年
層

が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
努
力
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

6　

ま
と
め

鳥
取
県
日
野
町
は
、
自
然
の
美
し
さ
と

充
実
し
た
生
活
イ
ン
フ
ラ
を
兼
ね
備
え

た
魅
力
的
な
ま
ち
で
す
。
観
光
で
訪
れ
る

も
よ
し
、
定
住
す
る
も
よ
し
、
ぜ
ひ
一
度

私
ど
も
の
町
日
野
町
を
訪
れ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

鳥
取
県
日
野
町
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

﨏さ
こ

田だ

　
淳じ

ゅ
ん

一い
ち

鳥
取
県
日ひ

野の

町
長
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